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 ○大切に使わせていただきます。～村岡ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌより 記念品贈呈～ 

本年度村岡ライオンズクラブは結成 50

周年を迎えられました。その記念式典が

11 月 24 日に行われました。 

本年度の村高祭では、ライオンズクラブ

様のご協力もあり、本校で初めて献血活動

を行いました。 

そして、今回の結成 50 周年の記念事業

として、地域貢献活動に奮闘する本校を応

援するために、「ヘッドホン型トランシー

バーセット」を寄贈していただきました。

11 月 22 日ライオンズクラブから式典実

行委員長の岡本様、坂本様が来校され、記

念品を贈呈いただきました。村高祭やフォーラム等の行事において、有効に活用させて

いただきたいと思います。本当にありがとうございました 

○自分と向き合う   ～対話型ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ「関西カタリ場」～ 

 大学生との対話を通して、自分自身の生き方や進路

を考えるきっかけにするという目的で、NPO 法人プ

レーンヒューマニティーのご協力で、「関西カタリ場」

を 11 月 22 日(金)6，7 限に 2 年生が行いました。

但馬地区では、初めての試みです。 

 生徒 5～6 人に一人の大学生がついて、班ごとに交

流します。そして 2 人の先輩の話を聞き、共感するこ

とや感想をまとめ、先輩と自分との違いや似ていると

ころを考えます。それらを通して、今の自分自身を見

つめなおし、これから目指す理想の自分について考え

ていきました。最後に、明日からやること「約束カー

ド」を書いて終了しました。 

普段はあまり見せない生き生きとし

た表情で、先輩と話している生徒、話を

聞いている生徒、2 時間はあっという間

に過ぎたようです。 

親や教師とは違う年齢が近い大学生

との会話で、自分の未来に対し一歩踏み

出すきっかけになったでしょうか。 

この「約束カード」(写真右)にどんな言葉が書

かれたのでしょう。今できること、行動するこ

とでまた何かが見えてくるでしょうね。いい機

会を与えていただきました。 

ありがとうございました。 


